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発行：とくしまブランド推進機構
連絡先：電話 088-624-7362 ／ ﾌｧｸｼﾐﾘ 088-624-8751
住所：徳島市北佐古1番町5-12　JA会館8階

　「東北すだちフェア」を開催しました。（その2）

　県外「産直市・道の駅」を調査しました。

　今回、直売所・道の駅に関する「施設の概要」や「運営方法」「商品手配」などを調査しました。
事業計画の参考となる資料を収集していますので、興味がある方はお問い合わせください。

（２）岩手県消費者への「すだち」ＰＲ

「阿波ふうど情報」（vol.29）

「流通改善対策」情報

　岩手県の盛岡市内の大型量販店 イオン盛岡南にある「いわて活菜横
丁"結いの市"」でイベントを実施しました。
　前日のテレビ放送を受け、行長先生からは「きのこのすだちバター炒
め」と、「すだちヨーグルト」の試食配布を行っていただきました。
　また、すだち大使（山北舞花さん）とJA全農とくしま（仁木さん）による
すだち果汁を使った「デコ寿司」の実演やPRも行われました。

「販路拡大対策」情報

　徳島県内には96カ所の「産直市」があり、新たに「産直市」等を建設する動きがあります。
そこで、「産直市」を計画しているJAの要望を受け関東圏での調査を行ったので報告します。

（３）宮城県女川町内での「ミニすだちフェア」

　女川町内の青果販売店「相喜フルーツ」店頭を借り受けて、約200名
の方にすだちを配布したＰＲとすだちの認知度調査を行いました。
　認知度（達観調査）では、「すだちを知っている」方は4割、「すだちを知
らない」方は6割でした。
　「知っている方」の半数は、すだちを使用したことがありましたが、「知
らない方」の半数は「すだちは見たことない」との声がありました。

　東北地方では、カンキツが生産できないため貴重な商品となっています。「すだち」はサンマを始め
様々な商品との相性は良いことこから、東北でのすだち販路拡大に向けた活動を継続します。

　流通調査では、東京筑地市場から仙台市場に、毎日商品が入荷していることが判明。

・JA千葉みらい農産物直売所「しょいか〜ご」
　千葉県内4店舗、東京都内1店舗の計5店舗を運営する直売所
県内外のJA50以上と取引する産直間連携により、品揃え豊富
　「しょいか〜ご（千葉店）」は、売上高約16億円で、全国のJA直売所の
順位は11位(日本農業新聞の記事)となっている。

・JA佐波伊勢崎ファーマーズマーケット「からかーぜ」
　JA佐波伊勢崎は群馬県内で6店舗の直売所を展開、「からかーぜ」は
売上高約5億円、施設面積は660㎡と北関東最大級の直売所

・群馬県利根郡川場村　道の駅「川場田園プラザ」
　ファーマーズマーケットやビール工房、宿泊施設等を併設する。関東で人気の道の駅

「とくしまブランド推進機構」 愛称：地域商社 阿波ふうど

「とくしまブランド推進機構」は、

「農家所得の向上」と「農業生産の拡大」を目的に、

マーケットイン型の生産・流通・販売を総合的に推進

するため、徳島県・県農業開発公社・JA徳島中央会・

JA全農とくしまの4者が創設した組織です。

☆阿波ふうど

「AWA FOOD」とは？

「阿波（徳島）の風土に

育まれた幸をもたらす」

ということを表現

行長先生とスタッフ

視察調査の風景

「結いの市」での展開


